
学術大会の年1回開催実現への検討

学術大会の年1回開催へ向けての検討が始まっ

たことは，2003年第110回学術大会時に発行した

LetterforMembers秋特別号で，その背景となっ

た2002年に全評議員を対象に行われた「日本補綴

歯科学会の年2回開催の問題点のアンケート」結

果は，補綴誌47巻5号綴じ込みのLetter for

Members12号で，すでにお知らせした．

さらに実現への検討のために，平成15年12月

22日（月）に， 第2回年1回化ワーキング会

議」【出席者：大山喬史会長，赤川安正（座長)・

野首孝祠両副会長，平井敏博（庶務)，櫻井 薫

（会計)，早川 （生涯学習検討)，冲本公繪

（広報)，馬場一美（会長幹事)，越野 寿（庶務

幹事)，小林 博（学術幹事)，鈴木哲也（生涯学

習幹事)，津賀一弘（座長幹事)】が，東京医科歯

科大学で開催された．また，年1回開催実現には

支部活動との協力体制が大前提であり，平成16

年1月31日（土）に各支部長参加の委員長会が

開催され，さまざまな問題解決に向けての検討が

行われた．

● 年1回化に向けてのタイムスケジュール

1) 平成16年第111回日本補綴歯科学会総会

において「年1回開催を実施することの議決案」

を提出する．

2) 平成16年第112回日本補綴歯科学会臨時

総会までに，年1回化に伴う会則変更についての

検討を行い，同案を総会に提出する．

3) 平成17年の秋までに，会則変更について

総会の承認を得る．

4) 平成18年度より年1回開催を実施

● 年1回開催における基本原則

1）日本補綴歯科学会としてのアクティビティ

を下げないこと

2）支部活動の独自性を本部との連携のもとに

確保する

3）生涯学習公開セミナーの一層の充実をはかる

これらの基本を踏まえ，学術大会の日程，発表

方法のほか，支部活動の日程やあり方，認定医申

請の方法，総会のあり方，会計関係などのさまざ

まな事項の具体的な検討が始まった．

GNYAP（GreaterNewYorkAcade-
myofProsthodontics）とJPS（日
本補綴歯科学会）との共催学会開催
される

2003年12月5日（金)，6日（土)，雪景色の

ニューヨークのプラザホテルにおいて，GNYAP

とJPSとの初のジョイントミーティングには，

大山喬史会長，赤川安正副会長，古谷野 潔国際

渉外委員長をはじめ，理事，評議員，会員の多数
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左から大山会長，FurnariGNYAP会長，

赤川副会長



が参加のもと開催された．JPSからは市川哲雄教

授（徳大）の招待講演と13題のポスター発表が行

われ，新たなScientificな国際交流が始まった．

JPSの学会共催に対し，GNYAPの会長PeterC

FurnariやAmericanCollegeofProsthodontics

の会長NancySArbreeほか多数のGNYAP会員

の方から大山喬史会長に対し，感謝とお礼のメー

ルが届けられた．以下GNYAP会長からのメッ

セージを紹介する．

DearDr.Ohyama,

Itisjusttwoweeksago,thisevening,that

wemetattheColumbusClubtowelcomethe

Speakersforthefirsthistoricinternational

scientific meeting,jointly hosted by the

GNYAPandJPS.OverthepasttwoweeksI

havereceivednumerousnotesandmessages

expressingappreciationandthanksforthe

excellence of the outstanding program

presentedbytheCliniciansandPosterPre-

sentersatthisMeeting.

TheGNYAPCouncilmet,asusual,duringthe

weekfollowing ourjointmeeting.Council

wishestoacknowledgeitsappreciationand

thankstothemanymembersofJapanProstho-

donticSocietyfortravelingtoNewYorkto

witnessfirsthandandsupportourjointeffort.

Itwastrulyourhonortosharethesedaysand

meetingswithyou.Itisoursinceredesire,in

thenearfuture,tocontinuetorenew and

strengthenthefriendshipandfellowshipthat

wasevidentthroughouttheweekend.

Onapersonalnote,Iknowthatourfriend-

shipwillcontinuetogrow.Itis“destiny”as

Dr.Akagawaobserved.…中略…

Asyouprobablyalreadyknow,theNewYork

Timessportspageheadlineearlierthisweek

indicatedthattheJapanesestarshortstop,

KazuoMatsuihassignedacontracttoplay

baseballwiththeNYMetsnextseason.Asan

avidNYMetsfansince1969,Iwouldliketo

believethatitwillmorethanacoincidencethat

theNYMets,withKazMatsui,willhavethe

samedegreeofsuccessnextseasonthatthe

GNYAPandJPShaveexperiencedwithour

jointscientificmeetingthisyear.

Ifeelconfidentthatourfriendshipwillcon-

tinuetogrowandlookforwardtomeetingwith

youagaininthenearfuture.

Warmestpersonalregards,

PeterC.Furnari,DDS

ImmediatePastPresident,GNYAP

ClinicalProfessor,ProsthodonticsandOcclu-

sion

FormerDirectorofPre-ClinicalSciences

NewYorkUniversityCollegeofDentistry

GreaterNew YorkAcademyofProstho-
dontics（GNYAP）参加報告

2003年12月5（金)，6（土）の両日，大雪に

見舞われたニューヨークのプラザ・ホテルにて上

記学会が開催された．わが日本補綴歯科学会

（JPS）との初のジョイント・ミーティングであ

り，JPSからは17大学56人の会員が参加した．

ニューヨーク大学歯学部学生実習室

学会前日の4日（木）は，われわれJPSのた

め特別に，ニューヨーク大学歯学部見学ツアーが

企画され，35人が参加した．初めに副学部長の

Dr.Panno（補綴学教授）から歓迎の挨拶があり，

その後，学生実習室や講義室，一般診療室，臨床

研究のための診療室，審美歯科診療室など見学し

た．合理的でスタイリッシュなハードウエアに圧

倒された．見学後には学部長のDr.Alfanoから挨

拶があり，最後にDr.Pannoが補綴の，特に無歯

顎補綴のパラダイムシフトについての えを述べ

られた．見学時は通常の教育や臨床が行われてい

たにもかかわらず，非常に協力的かつ友好的なツ

アーであった．

GNYAPのミーティングではさまざまな分野の

キーノート・スピーカー18人の講演（各45分）

を清聴した．質疑応答は講演直後にはなく，フロ

アやレセプションで個別に討議するスタイルで

あった．わがJPSからは徳島大学の市川哲雄教

2




